
第 1部

阪神・淡路大震災の概要

第 1章

震災前の宝塚市の状況

1 位置と面積

宝塚市は阪神都市圏の中央背後部に位置し、昭和

29年の市制施行以降、合併等により市域は、面積

101.89燿、酒抜最高571m、最低19.1m、広ぼう東西

12.8km、南北21.1kmとなっている。

市域中央南寄りを北摂連山長尾山系ガ東西に走り

南部の市街地と北部の丘陵山村地域に分断している。

南部は、北摂連山と六甲連Wの緑に囲まれ、その

中央を武庫川ガ流れ、行政区域的には、西宮・伊円・

川西の各市に接している。

まだ、北部は、神戸・三田の両市と猪名川町に接

し泡抜300~500mの丘陵山地と平坦地の村落部分で

構成される。

宝塚市の位置

大阪遷

2 人口

平成7年1月1巳現在、市域の人口は、 206,641人

73,120世帯で、人口密度は、 1燿当だり2,028人と年々

高くなってきているガ、古い市街地では人口の減少

や高齢化、建築物の老朽化ガ進んでいる。

宝塚市の人口推移

年 人 D 世帯数 人口密度 備 者

昭和61 197,493 64.134 1.938 推計人口

招和62199. 761 65,235 1. 961 ノ）

的和63201.318 66,130 1,976 ノ｝

平成元 201,727 66,838 1.980 ノ｝

平成2 201.862 67,922 1,981 第15回国勢謂査

平成3 203,536 69,432 1,998 推計人口

平成4 204,552 70,477 2,008 ）） 

平成5 205.207 71,558 2.014 ノ）

平成6 206,140 72.798 2.023 ノ）

平成7 206,641 73.120 2,028 ｝｝ 

※ 各年10月1日現在、だだし平成7年は1月1日現在

※ 人口密度は1燿あたり

3 地形、地盤の特性

南北に長い市域は、北部の北摂山地と、西南部の

六甲山地の2つの山地と、武廂川を中心としだ南部

の武庫平野に地形ガ区分される。

(1) 北摂山系

北摂山地は、古生層や流紋岩類で構成される山

地であり、十万辻断屠、中山断層、南限を有馬一

高槻構造線が走つている。
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北摂山地は、市域の約八割を占め、北の

西谷地域と南の長尾山地にわけることがで

きる。

ア西谷地域

西谷地域は、市域の北部に位置し、そ

の北端の香合新田の地域最高峰485.3m

の山と周辺の450m前後の山あよび南の

459.4mの古宝山のほ力は、 350m前後の

似通つだ高さの山々ガ続く武磨川水系、

猪名川水系2つの水系力らなる山地であ

る。

宝塚市周辺の接峰面図

※ 等高線は30m間隔

千苅水源池

これらの山々に囲まれだ広い谷間の

低地に香合新田、 上佐曽利、下佐曽利、

長谷、大原野、波豆、境野、玉瀬、切

畑等の集落ガ点在している。

イ長尾山系

長尾山地は、大峰山の北に十万辻断

層、南に中山断層ガ、その南に長尾山

地山麓を有馬一高槻構造線の断層ガ東

西に走つている。

長尾山地には、地域最高峰552.4mの

大峰山をはじめ、 476.5mの検見山、

478.2mの中山など400mを超える山々

ガ速なっている。

長尾山地の東部は、川西市との市境

付近ガら高度を下げて、猪名川水系の

山地となる。まだ長尾山地の南山麓に

沿つて武庫平野に接し川面、米谷、中

山寺、中筋、山本、平井などの家並み

ガ古くガらある。

長尾山地の西部は谷ガ深く300m以

上に切り立つだ急崖の下、西宮市との

市境を武庫川ガ蛇行している。



(2) 六甲山系

六甲山地は、宝塚市、西宮市、

芦屋市、神戸市にわだる山地で、

後期中生代の火成活動の一環であ

る花こう岩類力らできてあり、古

生層や流紋岩類で構成される北摂

山地と山地成立の違いガある。

六甲山地の東端488.9mの岩倉

山を中心とする花こう岩地で、市

域最高峰571m通称岩原山のほか

500mを超す山ガ連なり、武胴川水

系の山地となる。

自然環境に恵まれているだめ、

蔵人、小林などの集落ガ古く力ら

発達している。

六甲山地も断層ガ多く、六甲山

地の北側には有馬一高槻構造線

（六甲断層ともいう。）ガ、その南

側には五助橋断層などガあり、こ

の大きな2つの断層の間に六甲山

地ガある。

深谷貯水池付近

宝塚地方地質図（市史……引用）
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伊丹台地、安倉地区内の溜池

(3) 武庫平野

武廂平野は、北を北摂山地、西を六甲山地に、

東は猪名川、南は大阪湮で形成されだ方形の平野

である。

武暉平野は、次の台地、扇状地などに、わける

ことガできる。

ア武庫川左岸台地

宝塚市街地北部の高度50~60mの河岸段丘ガ

らなり、北部、東部には山地に続く斜面地を見

られる。

イ武廂川右岸台地

地形は武廂川も岸沿いに高度100~50mで低

下する河岸段丘ガらなり、北部を塩谷川ガ、中

部を逆瀬川ガ谷を刻む。

ウ伊円台地

宝塚市南東部ガら伊丹市に広ガる高度40~20

mの台地で、東を猪名川、西を武屈川に限られ

ている。台地上には溜池ガあり、北ガら流れる

川沿いに浅い起伏ガ貝られる。

工東部低地

阪急、 JR、国道176号などガ通じる東西方向

のこの地帯は、東部は北摂山地と伊丹台地に挟

まれだ浅い谷力ら、西部に｛到円台地に続く扇状

地ガらなる。東部では最明寺川ガ乗に流れ、西

部には溜池ガ分布する。このような北摂山地南

麓を東西に続く浅い谷は有馬一高槻構造線に沿

って形成されだもので、その北縁と南縁は断層

で境となっていると考えられる。

才武庫川扇状地

主に逆瀬川との合流部より上流に発達し、下

流では堤防沿いに細長く分布する。

力逆瀬川扇状地

武庫川右岸台地を刻む迎瀬川は、上流域の六

甲山地の斜面崩壊ガ活発で、下流域に扇状地を

形成する。地質は空隙の多い礫層ガらなる。

キ武胴川低地

この地区は武磨川両岸の自然堤防と台地に挟

まれだ低湿な氾濫源ガらなる。

ク仁川扇状地

武庫川低地を横断する仁川は、上流域の六甲

山地の斜面崩壊により下流域に扇状地を形成し、

天井川となっている。地質は空隙の多い砂礫層

カらなり、扇状地構造ガ未発達で武崖川低地を

薄く被つている。

(4) 武庫川

2つの山地に多くの支流を持ち、武庫平野を南

下する武庫川は、円波の篠山盆地の南部に源を発

し、三田盆地を流下、北摂山地に深い峡谷を刻ん

武暉川



で南束に流下、西谷地域の羽束川、波豆川、川下

川、僧川ガ合流。北摂山地の長谷、切畑など山間

の低部に谷中分水界ガあり、武庫川水系でなくー

部は猪名川水系のものとなっている。

さらに南下、太多田川、長尾山地の惣川と合流

し武隅平野を流下、六甲山地ガら迎瀬川、仁川な

ど長尾山地ガら荒神川などを合流、伊丹市で天王

寺川と合流し大阪湮に注いでいる。

平野部の武胴川はだびだび氾濫を起こし流路を

変えていだが、上流地域の砂防工事などで、扇状

地、三角州の発達はとどまつている。

武庫川流域の2級河川水系
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都市生活の形態

．．
 ヽ

ー
・

＼
 

市

宝塚市は兵庫県南東部に位置し、宝塚歌劇、宝塚

温泉、清荒神、中山寺、阪神競馬場等で代表される

観光都市として、まだ、神戸、大阪近郊の住宅都市

として発展してきている。

市域の北部はゴルフ場ガ多く、農業ガ中心である、

南部には市街地ガあり、主に住宅地で、商工業ガ少

なく造園業等ガ盛んである。

まだ市街地の背後には、緑豊力な六甲、長尾の山々

ガ連なり、良好な住宅都市を形成している。

これらの山々は市街地の近郊にあって、散歩、 I¥

ィキングなど日々の生活に溶け込み、市民生活にう

るあいとやすらぎを与え、人間

生活に欠くことのできない貴重

な財産であるが、住宅建設、高

速道路など都市化の進展にとも

ない、山地の開発ガ進み自然環

境保護のだめの問題ガ発生して

いる。

/•'ヽヽ

)‘  
（芋生川）

ー、ご「は
．ヽ、・-へ．、 市

ヽ． ．ー• 一・ •-.．^ ．、

西

宮

市

観

/
•塩
亥

／
 

r
 

•• 
し
、

／
 

＼
 

伊

丹

市

※ （ ）は猪名川水系

23 



第 2
 
章

閣議懇談会で、呼称問題ガ取り上げられ政府は

気象庁の地震に関する正式名称「兵庫票南部地震」

とは別に、震災には「阪神・淡路」の通称名をつ

けることにしだ。

ー

地震動の概要

地震の諸元
(2) 

(1) 名称

平成7年 (1995年）兵胴県南部地震

気象庁では、昭和39年の庁議決定以来、特に大

きな災害を伴つだ気象・地震等について、命名を

行なっている。（さかのぽつて命名しだものもある。）

この地震も「平成7年 (1995年）兵庫票南部地震」

と命名しだ。

し力し、被害の実態ガ明らかこなるにつれて、

深刻な被害等を強調しだ「阪神大震災」という呼

称ガマスコミを通じて流されいつのまにガ定着し

(3) 

(4) 震源の深さ

14.3km 

{5) 

発生日時

平成7年1月17日火耀日午前5時46分52秒

震央

兵膿県淡路島北部

北緯34度36分4秒、東経135度02分6秒

規模

マグニチュード7.2

神戸洒洋気象台の電磁式強震計記録
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(6) 加速度記録

JR宝塚駅で最大加速度601ガルを観測しだ。

加速度は理解しにくいガ、車のアクセルを思い

だしてもらえばよくわガる。車の速度ガ変わると、

そのつど大きな加速度を体に受ける。速度は、動

いだ距離を時間で割つだもので、速度の変化の度

合を示す加速度は、速度をさらに時間で割つだも

の（速度十秒、 cm十秒＝ガル、ガルは加速度の単

位）になる。地震動の加速度に大きく影響するの

はその周期である。地球潮汐で大地は、缶巳30cm

ほどの上下運動をくり返しているが誰も気ガ付ガ

ない。

し力し、大地ガ短い周期で30cmも振動すれば大

地震である（兵塵県南部地震では20cm程度振動）

兵眉県南部地震での最大加速度は818ガルである。

地震動の加速度が200~300ガルを超えると家屋

ガ破損することガある。 400~500ガルになると大

きな被害になることガ多い。

し力し、加速度ガ大きくても変位ガ小さければ

大きな破壊は起こらない。

建物の構造や地盤などと地震動の周期、時間な

どガ複雑にガらみあって建物の破壊が発生するの

で加速度ガ大きいガらといっていつも大被害にな

るわけではない。

0 5km 
l l 

2 各地の震度

平成7年1月17日、大阪管区気象台発表の各地の

震度。

震度1 震度2 震度3 震度4 震度5 震度6

前橋 横浜 名古屋 姫路 豊岡 神戸

宇都宮 長野 輪島 大阪 彦根 洲本

新潟 甲府 金沢 津 京都

網代 静岡 飯田 敦賀

水戸 御前崎 冨山 福井

東京 松本 尾鷲 上野

熊谷 高山 伊良湖 四日市

福岡 浜松 萩 岐阜

足摺 三島 山口 呉

浜田 佐賀 西郷 境

鹿児島 宿毛 広島 喬知

延岡 宇和島 松山 福山

楠岡 人吉 室戸岬 徳島

平戸 下関 米子 岡山

小名浜 伏木 松江 高松

千葉 河口湖 潮岬 舞鶴

秩父 熊本 大分 和歌山

舘山 日田 諏訪 奈良

阿蘇山 都城

宮綺

軽井沢

高田

．’ 宝塚市 ，•ノ
＼西宮市‘・ •~ ( 
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気象庁は被害に関する現地調査の結果、観測史上

初めて震度7と認定しその分布をあきらかこしだ。

（平成7年2月7日気象庁発表）

震度 7

●宝塚市JR宝塚駅東側

●宝塚市JR中山寺駅付近

〇神戸市須磨区JR須磨駅付近ガら兵崖区新開地まで

0 中央区JR三ノ宮駅付近ガら西宮市阪急夙川駅付近まで

（幅約1畑、長さ約20畑）

〇芦屋市三条町付近の一部

〇芦屋市山手町の一部

0 西宮市甲束園付近

0 西宮市阪急西宮北口駅付近

0 西宮市阪神会津駅付近

〇北淡町、一宮町、津名町の一部

3 余震と地震観測

年月日 適 用

4 地震の特徴

地震と断層とガ切りはなせないものであるこ

とガ最近明らかこなってきだ。今日では地震は

急激な断層運動にともなって起こる現象と考え

られている。

宝塚の地震の記録はほとんどない。しかし大

断層で刻まれだ宝塚は、有史以前には度々大地

震が発生しだと考えられる現象ガ多く残ってい

る。

現在の知識から、宝塚に関係のある大地震の

発生源は2つある、第1は紀州沖を本州と平行

に走る断層によってあこる巨大地震、第2は、

直下型地震で、内陸部の断層運動にともなって

起こるものである。

これまでの経験力ら紀州沖を震源とする巨大

地震は距離ガあり、宝塚付近は強烈に振動して

も、家屋個壊などの直接の被害を

受けることはすくない、一方内陸

部に発生する直下型地震では、
平成7年1月
17日05時46分 JR宝塚駅の地震計ガ最大加速度601ガルを観測しだ。 源地付近の都市は大被害を受けて

いる。今回の地震は直下型地震で、

昭和18年の鳥取地震、昭和23年の

福井地震などガこれにあだる。

1月17日

1月18日

平成7年
1月19日12時

1月20巳12時

1月20日19時

1月25日12時

2月17日18時

3月27巳

3月30日09時

3月30日
14時24分48.3秒

5月1日

平成8年
2月10日11時

1月17日の余震発生回数は624回、うち有感地震は103回
を観測しだ。

1月17日以降余震発生回数は急激に減少、 1月18日の余
震発生回数は、 97回、うち有感地震は18回。

淡路北淡に気象庁ガ臨時観測点を設置、運用開始。

神戸垂水に気象庁ガ隔時観測点を設置、運用開始。

西宮に気象庁ガ臨時観測点を設置、運用開始。

大阪西淀川に気象庁ガ臨時観測点を設置、運用開始。

猪名川に気象庁ガ證時観測点を設置、運用開始。

気象庁ガNTT宝塚営業所の地下に震度計を設置。

気象庁ガ宝塚など20殴時観測点で震度観測を開始。

兵暉県東部で有感地震発生、地震の規模はM3.6で宝塚の
匿時観測点で震度2を観測しだ。この地震は1月17日の
大地震力ら287回目の有感地震で、地震速報で初めて宝塚
の震度ガ報道されだ。

宝塚市ガ宝塚市東消防署に地震計を設置、運用開始。

平成7年1月17日ガら平成8年1月16巳までの兵塵隈南
部地震の余震のうち有感地震発生回数は391回を観測。

宝塚付近の震度では、明治24年

に岐阜県で起こっだ濃尾地震のと

きに震度5を記録しているがそ

の他の最近の大地震では、震度4

程度であつだ。

地震資料ガら京都などでマグニ

チュード7を超す大地震ガ発生し

てあり、この時の宝塚地方は、震

度は5あるいは6に達しだと推定

される。宝塚市史力ら宝塚市域に

影響を与えだと考えられる地震の

震度等は、次表のとおりである。



年 名 称 マグニチュ→ 震度 備考

1891（明治24) 濃尾地震 8級 5 直下型

1927（昭和2) 北円後地震 7級 4 直下型

1943（昭和18) 鳥取地震 7級 4 直下型

1944（昭和19) 東南洒地震 8級 4 南泡沖

1946（昭和21) 南酒道地震 8級 4 南酒道沖

1948（昭和23) 福井地震 7級 4 直下型

改正されだ気象庁震度階級関連解説表

5 参考

気象庁震度階級の改正

今日までの震度階級は、 1884年（明治17年）に作

られだ4階級のものが原型になつている。その後、

4回改良され、福井地震（昭和23年）をきつかけに

翌年、震度7ガ新設されて以来震度0カら7の8階

級となつだ。

し力し、気象庁の地震情報は、極めて重要な情報

であるガ、兵胴県南部地震の経験などガら、同じ震

度であっても被害等の違いガ生じていだ、まだ、内

容説明についても現代社会に適合していな力つだな
計測蔑度 階級 人 閻

゜
人は揺れを感じない。

0 5 
1 屋内にいる人の一部

がわすかな揺れを感
じる 屋内の状況

1 5 
2 屋内にいる人の多く 電灯などのつり下げ

ガ揺れを感じる。眠 物がわずがこ揺れる。
つている人の一部ガ
目を覚ます。 屋外の状況

2 5 
3 屋内1こいる人のほと 棚にある食胞類ガ音 電線ガ少し揺れる。

んどガ揺れを感じる。 を立てることがある。
恐怖感を覚えるひと
もいる。

3. 5 
4 ガなりの恐怖感ガあ つり下げ物は大きく 電線ガ大きく揺れる。

り一部の人は身の安 揺れ、棚にある食諾 歩いている人も揺れ
全を図るうとする。 類は音を宣てる。座 を感じる。巨動車を
眠つている人のほと りの悪い置物がi到れ 蓮転していて、揺れ
んどガ目を覚ます。 ることガある。 に気付く人ガいる。 木造建築 鉄筋コンク'}-ト造建物 ライフライン 地盤斜面

4 5 
5 （弱） 多くの人ガ身の安全 つり下げ物は激しく 窓ガラスガ割れて落 耐器’性のほいi王宅で 耐裳性の低い建物 安全装囮ガ作動し、 軟弱な地盤で、亀裂

を図ろうとする。一 揺れ、棚にある食弱 ちることガある。電 は壁や柱ガ破損する は、壁などに亀裂ガ ガスが遮断される家 ガ生じることガある。
部の人は行動に支障 類が落ちることガあ 柱が揺れるのガわガ ものガある。 生じるものガある。 庭ガある。まれに水 山地で落石、小さな
を感じる。 る。座V)の悪い置吻 る。補強されていな 過管の被害ガ発生 崩壊ガ生じることガ

の多くガi到れ、家貝 いプロック塀ガ崩れ し、断水司ることガ ある。
ガ移動することがあ ることガある。遮路 ある。
る。 に被害を生じること 〔停電する家庭もあ

ガある。 る。〕
5 0 

5 （強） 非常な恐怖を感じ 棚にある食苓類、宮 補強されていないプ 耐震性の低い住宅で 耐震性の低い建物で 家庭などにガスを供
る。多くの人ガ行動 棚の本の多くガ落ち ロック塀の多くガ崩 は壁、柱ガガなり破 は壁、梁、柱などに 結司るための淫管、
に支障を感じる。 る。テレピガ台から れる自動販売機が1封 掴しだり、 i頃くもの 大きな亀裂ガ生じる 主要な水道管に被害

落ちることガある。 れることガある。多 がある。 ものガある。耐震性 ガ発生司ることガあ
タンスなど重い家興 くの塞石ガi到れる。 の高い建物でも、壁 る。
ガ倒れることがある。 自動車の述転ガ困難 などに亀裂ガ生じる 〔一部の地域でガ
変形によりドアが開 となり、停止qる事 ものがある。 ス、水道の供約ガ停
かなくなることがあ が多い。 止可ることガある。〕
る。一部の戸がはす
れる。

5 5 
6 （弱） 立つていることガ困 固定していない重い かなりの建物で，,壁 耐裳性の歴い1主宅で 耐窟’性のI臣い建物で 家庭などにガスを供 地割れや山醇れなど

難になる。 家異の多くガ移動、 のタイルや窓ガラス は1到壊するものがあ は壁、柱ガ破壊する 給弓るだめの涵管、 ガ発生することガあ
転i到可る。開ガなく ガ破損、落下可る。 る。耐震性の高い住 ものガある。耐震性 王要な水追管［こ被害 る。
なるドアが多い。 宅でも壁、柱ガ破損 ガ高い建物でも壁、 ガ発生する。

するものガある。 梁、柱などに大きな 〔一部の地域でガ
亀裂ガ生じるものガ ス、水道の1共絶が亭
ある。 止し、 i専電すること

ガある。〕

6 0 
6 （強） 立つていることガで 固定していない重い 多くの建物で、壁の 雨震性の低い住宅で 耐腰性の低い建物で ガスを地域に送るた

きす、逗わないと動 家呉のほとんどガ程 タイルや窓力方ラスガ はi到壊するものが多 は困壊するものガあ めの菩管、水遵の配
くことガできない。 動、転回弓る。戸ガ 破損落下する。補強 い。耐震性の高い住 る。耐震性の高い建 水施殷に被害ガ発生

は可れて飛ぶことtJ されていないプロッ 宅でも壁、柱tJ力な 物でも壁、柱が破壊 弓ることガある。
ある。 ク塀のほとんどガ崩 り破損するものガあ するものガ、ガなり 〔一部の地域で停電

れる。 る。 ある。 する。広い地域でガ
ス、水道の供結ガ停
止することガある。〕

6 5 
7 揺れ1こ翻弄され、自 ほとんどの家具ガ大 ほとんどの廷物で、 雨震性の忘い住宅で 耐震性の忘い建物で （広い地域で霜気 大きな地割れ、地可

分の意志で行動でき きく移動し、飛ぶも 壁のタイルや窓ガラ も頓いたり、大きく も頗いだり、大きく ガス、水道の1共給ガ べりや山崩れガ発生
ない。 のもある。 スガ破損、落下する。 破壊可るものがある。 破壊するものガある。 停止可る。） し、地形ガ変わるこ

補強されているプロ とガある。
ツワ塀も毬湛恥するも
のガある。

ヽ

※ ライフラインの〔 〕内の事項は、参考事項
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第 3章

被害の状況

1 総論

兵庫栞南部を直撃しだこの地震は、各地に未曾有

の被害をもだらした。

宝塚市においても、 JR宝塚駅更同、 JR中山寺

駅付近で震度7を記録。尊い命を数多く奪つだだけ

でなく、家屋、鉄道、道路、各橿施設を破壊しライ

フラインに環滅的な打撃を与えだ。

死 者 6,308名（平成7年12月26日現在）

負傷者約41.500名（平成7年5月夫現在）

焼失家屋 7,456戸（平成7年2月17日現在）

家屋倒壊 171,481戸（平成7年3月13日現在）

2 宝塚市の人的被害状況

(1)死者

宝塚市内では地震により118名（男43名、女7記）

ガ死亡しだ（平成8年6月4日現在）。

性別、年齢別死者数

年:!冒？！？！9¥°18t 
代 lg l⑲--_l49|159[,I79|89199 

男―-I―:--5」-5ーに旦ニロ6ニ
女 2!5□上こここ1161̂518 3. 75 

• --•一ー「ー，
計I3 110 I 8 I 5 1 6 I 5 i 24 I 30 I 24 ! 3 i 118 | |, 

(2) 負傷者

地震による宝塚市内の負傷者は2.201名（霞症60

名、軽2,141名）発生した（平成8年1月22日現

在）。

3 宝塚市の物的被害状況

(1)建物

①火災

地震発生直後ガら4件の火災ガ発生し、 4棟

ガり災し焼損面積は183m'、り災世帯4世帯、り

災人員は9名であったガ、火災による死需者は

なガつだ。

4件の火災のうち、炎上火災は2件であつだ

ガ、消火栓ガ断水で使用不能となったため、還

距難の防火水槽、溜池力ら中継送水を行い消火

しだ。

火災により全焼しだ家屋

② 建物の国壊等

市内の家屋被害は、全壊3.5岱棟5.535世帯、

半壊9,29澤 14.737世帯、一部摂瞑14,305棟

20,905世帯で市内全世帯71,547世帯の約58%1こ

あだる41,177世帯に被害ガあった。（平成8年1

月22日現在）。

住家被害状況

被害区分 棟
！ 
世 洛

全 壊 3.553 
， 
5.535 ！ 

・~

＿—-1三4.305 i I -20-4竺.oo-s-＿ -半寂

9， ー ・・• ■·-·—ー，- 一

一郎損霰

．~ ・

十iI —--4-1-,177 
合 計 27.154 



まだ、地形の特徴、地質、地盤の条件、住宅

地開発年次などの土地条件の組合せにより、そ

れぞれの地区に次のような特徴ガ認められる。

（長尾山系）

市街地北部のこの地区の地形は北摂山地ガら

なり、山麓を東西に有馬一高槻構造線の主断層

ガ通る。

山麓地には昭和初期より住宅地の形成ガ始ま

り、近年は稜線部の緩斜面で大規模な住宅地ガ

造成されている。

この地区の被害に顕著なものは少ないガ、宅

造法施工前の比較的古い造成地では谷筋の盛土

地盤に沈下や亀裂ガ見られ家屋の損壊も生じて

いる。今回の震災では断層との関係ガ注目され

ているガ、長尾山系地区の南緑を通る有馬一高

槻構造線の王断暦沿いでの断層の移動は特に認

められていない。

（六甲山系）

六甲山地東部のこの地区の地形は岩倉山(489

m)の東斜面と山麓地ガらなる。山地の南を逆

瀬川ガ北部を塩谷川ガ浸食し、谷沿いに急斜面

ガ発達する。

この地区では招和30年代より山麓地を造成し

て住宅地を形成してきだが比較的古い宅造法

施行前の造成地で宅地の亀裂や住宅の損壊ガ目

立つている。

この地区では地盤ガ比較的丈夫な尾根筋やそ

の切土地盤にも亀裂ガ生じている。

紅葉ガ丘の被害

（武胴川左岸台地）

宝塚市街地北部のこの地区の地形は高度

50~60mの河岸段丘ガらなり、その北部や東部

には山地に続く斜面地も見られる。

この地区では街道に沿つて集落を形成してい

るガ、この震災ガ激しく、古くガらの木造住宅

ガのきなみに侶壊しており、新しい住宅ガ健在

なのと対照的である。北部や乗部の斜面地では

谷沿いや、谷の埋立造成地で被害ガ激しい傾向

ガ見られる。

川面地区、家屋の被害

（武庫川右岸台地）

地形は武廂川右岸沿いに高度100~50mで低

下する河岸段丘ガらなり、北部を塩谷川ガ、中

部を逆瀬川ガ谷を刻む。住宅の損壊は台地の周

辺に分布するが、台地内に点在するものは谷の

埋立地盤によるものと考えられる。

（伊円台地）

宝塚市南東部力ら伊丹市に広ガる高度40~20

mの台地で、東を猪名川、西を武庫川に限られ

ている。台地上には溜池ガあり、北ガら流れる

川沿いに浅い起伏が見られる。地震被害は比較

的少ないが日集落地に家屋の損壊ガ見られる。

（東部低地）

阪急、 JR、国道176号などが通じる東西方向

のこの地帯は、東部は北摂山地と｛到円台地に狭

まれだ浅い谷ガら、西部に伊円台地に続く扇状

地ガらなる。東部では最明寺川ガ東に流れ、西
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部には溜池ガ分布する。このような北摂山地南

麓を束西に続く浅い谷は有馬一高槻構造線に沿

つて形成されだもので、その北縁と南縁は断層

で境となっていると考えられる。

この地帯には地震被害の集中箇所ガ幾つ力見

られ、 1日集落の家屋、昭和30~40年代の住宅、

及びマンションなど損壊家屋はさまざまである。

構造線沿いで地層ガもまれて強度ガ低下して

いること、強度ガ高い北摂山地と伊円台地に狭

まれ、地震のエネルギーガ集中しやすいこと、

表層に軟弱層が分布すること、地下水ガ豊富な

ことなどガら、地震被害ガ大きガつだと考えら

れる。

（武庫川扇状地）

この地区は、主に逆瀬川との合流部より上流

に発達し、下流では堤防沿いに細長く分布する。

地震被害の集中箇所は少ないガ、締まりの緩い

礫層や砂礫層に地盤破壊ガ生じ、家屋ガ損壊し

だと考えられる。

（逆瀬川扇状地）

武庫川右岸台地を刻む逆瀬川は、上流域の六

甲山地の斜面崩壊が活発で、下流域に扇状地を

形成する。その地質は空隙の多い礫層ガらなる。

武題川扇状地と同様、地震被害の集中はあまり
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見られない。

（武履川低地）

この地区は武順川両岸の自然堤防と台地に狭

まれだ低湿な氾濫源ガらなる。武届川左岸、右

岸の比較的古い木造家屋の倒壊ガ顕吾である。

まだ、右岸では一部地盤の沈下ガ見られだ。

（仁川扇状地）

武廂川低地を横断する仁川は、上流域の六甲

山地の斜面崩壊により下流域に扇状地を形成し、

天井川となっている。その地質は空隙の多い砂

礫層ガらなり、扇状地構造ガ未発達で武崖川低

地を薄く被つている。地盤は下位の武庫川低地

の軟弱な地盤を反映し、地震被害が比較的顕著

である。

阪急仁川駅近辺

R 危険物施設の被害等

地震により何らガの被害を受けだ危険物施設

は39件 (36事業所）で全施設 (279施設）の14%

にあだる。

危険物施設の被害

損傷程度を大別すると次のとおりになる。

ア営業、操業に影 （例～建物損壊、危

響する被害ガあり、 険物貯蔵タンク ・ ， 
大規模に、若しく 配管及び関通設備

は緊急に改修する の損傷等）
件

必＼要ガある。

イ 施設の使用に支 （例～壁、床、へい

障がない程度の被 等の亀裂及び危険 23 

害で、小規模の補 物以外の設備の損 件

修で足りる。 傷等）

ウその他 （例～危険物施設［こ

異状はないガ建物
7 

損壊等で運転中止

している事業所
件

等）

今回の震災で危険物漏洩事故ガ1件と建物倒

壊・損壊により、廃止若しくは営業中止を余儀

なくされだ事業所ガ数件あるものの、大規模な

危険物災害は発生しなガつだ。危険物保有事業

所の9割以上が致命的な被害も受けす、若しく

は無被害であつだ。

被害の内容についても、地下タンク、泊配管
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の損傷など、施設の一時的な停止はあつだガ、

すべて改修、復1日可能である。

④ 公共施設の被害等

ア 市役所、市立病院等の公共施設が破損しだ。

公共施設の被害

イ 小中学校36校の全校で損壊ガあり、長尾中・

宝塚第一中・宝塚小については一部建替えの

だめ校舎解体を決定しだ。

大きな被害を受け解体される長尾中学校の校舎

ウ 中央國書館、隣保館等施設ガ破損しだ。

エ ソリオホール、ベガ・ホール、手塚治虫記
念舘等文化施設ガ破損しだ。

才 市立スポーツセンター等のスポーツ施設ガ

破損しだ。

(2) 交通機関

① 鉄軌道

電車の被害

JR宝塚線、阪急宝塚線・令津線の線路施設

などガ大きな被害を受け不通となつだガ、 JR

宝塚線、阪急宝塚線は1月19日に全線開通。阪

急令津線も2月5日に全線開通しだ。

R道路

中国自動車道ガ橋脚の破損により不遥となっ

だほガ、橋の破損や高架物の落下、建築物の倒

壊、陥没等により追路ガ寸断されるなど多数の

被害ガ発生しだ。

中国道橋脚の被害



(3) ライフライン

①水道

災害時、供給している74,000戸の68％に相当

する約50,000戸ガ断水しだガ、 2月24日には全

戸仮復1日しだ。

水道施設の被害は、生瀬、小林浄水場で施設

の一部ガ破損しだほか送水管の破損は6カ所、

配水管の破損は300カ所、道路内結水管の破損

1,700カ所、宅地内結水管は5,800カ所が破損し

だ。

給水車による給水

＠ 下水道

一部管渠 (11カ所、 3,100m)ガ破損しだが

機能停止は免れだ。

R電気

災害時には市内全域にわだり停電しだが、災

害当日の08時52分に武磨川右岸全域ガ復1日し、

13時01分武庫川左岸の一部を除き復1日、発災3

日後の1月20巳には完全復1日しだ。

④ガス

市内各地でガス漏れガ発生し、供紀戸数75,700

戸の89％にあだる67,400戸で供給を停止しだ。

復l日作業は難航しだガ3月25日に市内全域ガ

完全復1日しだ。

R電話

発災後、市内で7,100回線ガ不通となつだが

家屋倒壊によりNTT預力りとなつだ3,600回線

を除き、 2月9巳までに3,500回線ガ復1日しだ。

(4)産業

① 観光関連サーピス業

ファミリーランド、歌劇、阪神競馬場、旅館

等に多大な被害が発生しだ。

宝塚大劇場は、スプリンクラー設備の配管破損に

より客席全体ガ水損するなど大きな被害ガ発生

し、 3月30日まで休演しだ。

ファミリーランド ・立体動物園の被害

②工業

工場建物の全壊被害は少な力つだガ、製造機

械などの内部設備に甚大な被害ガあつだ。

工場実験室の被害

R 地場産業

山本・中筋地区の植木、花汗生産農家の倉崖、
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事務所等構築物の損壊ガあつだ。

④ 市場・商店街

仁川駅前、花のみち、清荒神市場、太平

市場、売布神社駅前等の市場・商店街が全・

半壊する甚大な被害ガあつだ。

花のみちの被害

まだ、サンピオラ、アピア、ソリオ等の

再開発地区にも一部損壊の被害ガあつだ。

(5) 文化財

国指定重要文化財である中筋八幡神社の覆

屋•本殿ガ個壊しだほ力、県・市指定の文化

財ガ被害を受けだ。

中筋八幡神社の被害

文化財名

中筋八幡神社

本殿

高司素蓋鳴神社

本殿

中山寺

本堂

中山寺

大門

1日束家住宅

（歴史民族員料箆）

売布神社

社号標石

文化財の被害状況

区分 所在地 被害状況

国重要 中筋2丁目91 覆屋•本殿の個壊

文化財

県指定 高司2丁目160 覆屋柱個壊、左相

殿のズレ

県指定 中山寺2丁目11 瓦の落下（若干）

県指定 中山寺2丁目11 瓦の落下（若干）

県指定 大原野字松尾1 屋根の沈み

市指定 売布山手町1-1 標石の割れ



(2) 

第 4
 
章

ー

消防機関の対応

消防活動の概要

(1) 初動時（覚知）の概要

05時46分地震発生直後、 119番10回線程度ガ点

灯、数秒後21回線全ての表示灯ガ点灯し、一斉［こ

ベルガ鳴り、当直4名の通信係員で対応しだ。そ

れ以降も、 119番通報は止むことなく続いだ。受信

回数は、 09時までに約500件、 17日だけで1,400件

を数え、これは遥常の20倍の受信回数であつだ。

1報は、ガス漏れであっだので、西消防署の

タンク車ガ出動した。その後も119番通報や各署所

への駆け込み遥報ガ続き、ガス漏れ、家屋留壊に

よる生き埋め、火災等に東西両署の当務員59名で

初動対応しだ。

通報内容別受信状況

火災防御の概要

地震の発生に伴い、 05時59分力ら13時17分まで

に4件の火災ガ発生し、車両1台の他、全焼2棟・

部分焼2棟合計4棟ガり災した。延べ焼損面積は

183m¥り災世帯4世帯、り災人員は9名であつだ

ガ死傷者はな力つだ。 4件の火災のうち炎上した

のは2件で、 13時17分に屋内配線のスパークによ

り発生しだ火災は、専用住宅2棟を全焼しだ。こ

の火災には、消防署力ら8台、 38名及び消防団カ

ら4台22名ガ出動して火災防御を行つだ。し力し、

地震による断水で消火栓が使用不能になつだだめ、

還距離にある防火水槽及び溜め池を使用し、消防

車3台によって中継送水を行い消火活動を実施し

だ。

火災発生及び活動状況

87

家

屋

倒

壊

4
 

!
5
0
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4
5
0
4
0
0
3
5
0
3
0
0
2
5
0
2
0
0
1
5
0
1
0
0
5
0
0
 

受

信

件

数

342 

:番号分
覚知時間 火災 消防隊 消防団

発生場所
種別鎮火時間 車両 人員 車両 人員

05: 59 高司5丁目
1 

共同住宅
車両 3 13 

゜゚06: 15 

05: 59 中山寺1丁目
2 

店舗付マンション
建物 1 3 

゜゚06: 40 

11 : 33 南ひばりガ丘2丁目
3 

共同住宅
建物 4 17 2 8 

11 : 36 

13: 17 清荒神2丁目
4 

専用住宅
建物 8 38 4 22 

14: 36 

合 計 16 71 6 30 

216 

161 
(3) 

ガ

ス

漏

れ

救

急

要

7
-
―
報
道
機
関
問
合

道
路
関
係
問
合

停
電
関
係
問
合

病
院
紹
介
問
合

負
傷
者
安
否

水

道

管

破

裂

火

災

通

報

救助活動の概要

東西両署の救助隊2隊をはじめ警防隊は、各受

持区域内の生き埋め現場へ出動し消防団、警察、

市民とともに救助活動を行つだ。

木造家屋の倒壊にあいては、チェーンソーやジ

ャッキ等の資機材ガ役立つだガ、その数量は不足

していだ。コンワリート造のピルの崩壊は1件発

生しだが、要救助者はな力つだ。し力し、エレベ

ーター内の閉じ込めには4件出動し、 4人を救助

しだ。

35 



建物構造別救助活動状況 原因別救急搬送状況

区 分 木造 コンクリ—卜造 計

件 数 43 7 50 

無傷者 10 4 14 
救

出 負傷者 20 

゜
20 

人 死 者 29 

゜
29 

員
計 59 4 63 

消 延出動車両 74 8 82 
防
隊 延出動人員 323 31 354 

(4) 救急活動の概要

地震発生直後力ら、救急要請ガ殺到し、 17日中

には64件の出動をしだ。これは、適常の5~6倍

の件数であつだ。まだ、電話回線の不通、混乱に

より消防署近辺力らの駆け込み通報ガ目立つだ。

し力し、通信指令室勤務員の判断で重症者と思

われる事案については、近くの病院を紹介し、自

力対応させだ。さらに、予備の救急車による救急

隊1隊を増強し、 5台の救急車で対応しだ。

時閻別救急出動状況

時間別 件数 時間別 件数

05 : 46~06 : 00 1 15 : 00~16 : 00 4 

06 : 00~07 : 00 7 16: 00~17: 00 1 

07 : 00~08 : 00 4 17: 00~18: 00 1 

08 : 00~09 : 00 5 18: 00~19: 00 

゜09 : 00~10: 00 ， 19 : 00~20: 00 2 
10: 00~11 : 00 8 20 : 00~21 : 00 1 

11 : 00~12: 00 8 21 : 00~22 : 00 3 

12: 00~13: 00 2 22 : 00~23 : 00 5 

13: 00~14: 00 1 23 : 00~24 : 00 1 

14: 00~15 : 00 1 計 64 

，
 

(5) 
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情報活動の概要

地震発生直後は、通恒係員ガ4名で対応し119番

の受信順に消防隊及び救急隊を出動させだが、多

数の車両が、災害現場で活動を展開しただめ、無

線ガ輻褻し、出動隊の的確な情報ガ國めなくなっ

だガ、 05時58分に消防本部災害対策本部を設置し

情報班による的確な情報収集に努め、緊急度の高

い災害情報を選別し、消防隊に出動指令すると共

に情報の把握に努めだ。

まだ、大阪ガス、関西電力、水道局等のライフ

ライン関係の正確な情報による的確な情報収集ガ

スムーズにできだだめ、市民力らの問い合わせの

処理ガ適切に行えだ。

特に、水道断水を考慮し早期に人工透析を受け

入れてくれる病院を調査し把握していだだめ、市

内及び市外の病院ガらの問い合わせに対して、100

パーセント紹介できだ。

まだ、 17時ごろ力らは、非番員及び巴日勤務者

等で班編成を行い、市内の道路状況や溜め沌等の

調査を実施し、情報収集を行った。
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2 消防体制

(1) 人員・車両

宝塚市消防本部の職員数は215名であり、そ

のうち本部職員を含む缶日勤務者は35名で、

隔日勤務者は180名であり消防車両は合計41

台保有している。まだ消防団員数は、191名で

消防車両は12台保有している。詳細は下表に

示すとありである。

区分

消防
職員

消防
団員

平成
元年度

200 

191 

消防職・団員定数の推移

平成7年1月17日現在

2年度 I3年度 4年度 5年度 6年度

199 201 205 209 215 

191 191 191 191 191 

消防車両等配置状況

平成7年1月17巳現在

配置場所 西 消 防 署
！ 
束消防署 消防団

合 消

防 本 南出 栄出ー桧歪 這 本 雲出 米出 中出 11 本 張 雀張 張 山張 分

配置車両 部 署 部所 町所 苑所 谷所 署 丘所 谷所 台所 団

総 数 41 g 8 3 3 2 1 8 2 2 3 12 

ボンプ車 ， 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 

タンク車 7 1 1 1 1 1 1 1 

消
はしご車 3 1 1 1 

スノーケル車 1 1 

防
化 学 車 1 1 

用 救助工作車 1 1 l 
指 揮 車 3 1 1 1 1 

査察広報車 4 2 1 1 
両
人員搬送車 1 1 

資機材搬送車 2 1 1 6 

救 急 車 5 2 1 1 1 

防火広報車 1 1 

防災指導車 1 1 

その他 乗 用 車 1 1 

の車両 業務連絡車 1 1 
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(2) 組織

宝塚市消防本部の組織は、本部3課、 2消防署、

6出張所、 1分遣所ガある。まだ宝塚市消防団の

組織は、 1団本部、 11分団ガあり、それぞれ下図

に示すとありである。

宝塚市消防本部の組織（平成7年1月17日現在）

消

防

本

部

(3) 予算

平成6年度の消防本部予算は、総額24億2300万

円となっている。そのうち人件費は92.3％を占め

ている。まだ、消防予算ガ一般会計に占める割合

は3.4％である。

宝塚市消防団の組織

消

防

団

長

総

務

課

予

防

課

警

防

課

消
防
本
部
分
室

西

消

防

東

消

防

署

武

田

尾

分

団

切

畑

分

団

玉

瀬

分

団

境

野

分

団

波

豆

分

団

中

部

分

団

西

部

分

団

東

部

分

団

長

谷

分

団

上
佐
曽
利
分
団

下
佐
曽
利
分
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出
張
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警
防
第
1
.
2
係

米
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張
所
警
防
第

1
.
2
係

雲
雀
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防
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1
.
2
係

救

助

第

1

.

2

隊

救

急
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1

.

2

隊

警

防
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1

.
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係
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防
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庶
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西
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分
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救
急
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宝
松
苑
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張
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警
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係

栄
町
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救
急
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1
.
2
係

栄
町
出
張
所
警
防
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1
.
2
係

南
部
出
張
所
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防
第

1
.
2
係

救
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第

1

.

2

隊

救

急

第

隊

警

防

第

係

予

係

庶

係

務防 1 ー

2
 
2
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(4) 基本的な消防力

ア 宝塚市消防本部ガ消防活動を行う場合の出動

基準は宝塚市消防活動要綱第18条の規定に基づ

くと

建物火災では

第1出動ポンプ車4台、救助工作車1台

第2出動 ）） 3台、指揮車2台

第3出動 ノ） 1台、はしご車1台

特別第1出動 ポンプ車、はしご車等6台

（非番員運用）

以上の他、火災等の災害規模等に廊じて、ポ

ンプ車、はしご車、救急車、資機材搬送車等27

台ガ非番職員の非常招集によって特別第2出動

することになっている。

イ 宝塚市消防職員非常招集実施に関する規程第

3条、第4条では、招集の区分及び人員並びに

招集の種別を次のように定めている。

（ア） 招集の区分及び人員（第3条）

区分 災害の状況 人 員

第 1 号I~集 災害の謂曾及び広報活動等ガ砂要な状況 必要最小限の貰員

第2号招集 一定の消防団隊の増強を砂要とする状況 全員員の2分の1相当

第3号招襲 全職員の配備を必要とする状況 全 職 員

（イ） 招集の種別（第4条）

a 風水害時等非常招集

あらガじめ災害発生の恐れ及び規模ガ予

測できる風水害等で、時間的余裕のある場

合における招集をいう。

消防本部施設の配置状況
平成7年4月1日現在

杓防本部

内沿防 ”
所在 蟻・ぶ撃市伊イが9T目"61
電 “"”-78-1141
鸞 造飲筋999,}ート込
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火災時等非常招集

突発的な火災及び地震等の大災害発生等

で、時間的余裕のない場合にあける招集を

いう。

非常参集

職員ガ知り得だ情報で災害の発生を予測

又は覚知しだ場合若しくは震度5（気象庁

震度階）以上の地震を認知しだ場合に、前

各号にガカわらす自らその状況を判断し、

ウ

あら力じめ指定されだ場所又は災害現場に

参集することをいう。

大規模災害発生時の部隊編成に関する運用要

領に基づき、風水害、地震その他の大規模災害

の発生又は、予想される場合に際して、地域防

災計画が定める「災害発生時の部隊編成及び業

務分担」のとあり、消防長ガ消防隊長として部

隊編成ガ行われる。

災害発生時の部隊編成及び業務分担
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※当該部隊編成は平成7年4月1日現在の体制である。
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(5) 消防水利状況

宝塚市内の消防水利の状況は、総数3,304基設置

され、そのうち公設消火栓は、 2,777基(84%）で

ある。

地震発生直後には、市内全体にわだって配水管

の損壊により断水状態になり、火災の消火は遠距

離にある防火水櫃や溜め池等を使用しだ。

飲料水兼用耐震性防火水槽 (100m'級）

防火水槽は、市内に453基設置されている。この

うち、公設防火水槽は335基である。まだ、震災対

策として、容置1OOrn'の耐震防火水槽ガ市内に9基

設置されている。

耐震性以外の防火水槽にあっては、総数444基の

うち、64基 (14.4%）が地震により、組体の一部

又は採水管ガ損傷を受け、減水や吸水不能になっ

だ。

今回の震災を踏まえ、飲料水兼用の1OOrn'貯水槽

4基を平成7年度、 8年度の継続事業として下記

のとおり事業着手している。

平成7年度市立良元小学校校庭内 1基

〈工事完成〉 市立スポーツセンター敷内 1基

平成8年度市立御殿山中学校校庭内 1基

〈工事中〉 市立中山台コミュニテイセンター

仮設駐車場敷内 1基

3 消防活動

(1) 震災当日の消防体制

ア初動時の体制

地震発生時の各署の部隊編成は、当直16小隊、

当直勤務員59名で初動対応しだ。

イ 非常招集参集状況

非番職員等は大半が自王参集を行い、発災ガ

ら約3時間後の09時00分には、対象職員156名中

100名 (64.1%)が 12時00分には138名 (89%)

が参集し、総勢197名で災害発生時の消防部隊を

編成し、各大隊長指揮で活動しだ。

時間別非常招集の参集状況
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交通手段別非常招集の参集状況

タク シー 1名(0.7%) 
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(2) 1.17消防活動ドキュメントII

05:46．兵晒県南部地震発生

05:47 ・消防本部庁舎停電し、非常電源に切り替わ

る。

・ 119番全21回線点灯、ベル嗚動する。

05:48・ガス漏れ詈戒出動 伊弓志2丁目地先

西署車両1台、 5名

05:49・消防無線（基地局5、前進基地局3)の交

信不能が判明しだだめ、携帯移動局開局

05:50・各署所へ市民ガ殺到し、各署所の小隊長判

断で出動する。

05:51 ・指令台組み込み有線電話で消防長及び警防

課長等へ状況報告をする。

・家屋抱壊救出出動 山本東3丁目

東署車両2台、 12名、救出2名

・家屋倒壊救出出動 星の荘

米谷出張所車両1台、 4名救出3名

05:53• 大阪ガス、関西電力、宝塚警察へ連絡する。

05:55・震災による束署第1号救急出動する。

・建物火災出動 中山寺1丁目

中山台出張所車両1台、 3名

・家屋座壊救出出動 中筋1丁目

中山台出張所車両1台、 4名救出2名
’~\i 

05:58・消防本部災害対策本部設置

05:59・車両火災出動 高司5丁目

南部、栄町、宝松苑出張所車両3台、13名

05:00・震災による西署第1号救急出動する。

06:02・家屋倒壊救出出動 令里町

米谷出張所車両1台、 4名救出4名

06:05・家屋倒壊救出出動 高司5丁目

西署車両2台、 8名救出2名

06:07・ガス漏れ広報 南ひばりガ丘3丁目地内

雲雀丘出張所車両1台、 4名

06:27 ・緊急通報装置ガ作動し始める。市高年福祉

課員の派還を要請して対応する。

07: 00・消防本部災害対策本部を通信事務室ガら防

災対策室へ移設する。

•発災力らの救急出動 8 件

＇ 
E-

通信指令室

・ 07時00分までの消防職員の参集は、消防本

部9名、西署36名、東署30名となつだ。

・ガス漏れ警戒出動 □谷西2丁目
東署車両1台、 5名

・家屋個壊危険警戒出動 □谷西2丁目地内
東署車両1台、 5名

07:10・家屋個壊救出出動 山本西2丁目

中山台出張所車両1台、 3名救出済み

07:50・家屋個壊救出出動 仁川月見ガ丘
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西署車両1台、 5名救出6名

os:oo・家屋個壊救出出動 売布束の町
中山台出張所車両1台、 3名救出4名

・ 08時00分までの消防職員の参集（累計）は、

消防本部18名、西署47名、乗署41名の計106

名となり、 18隊の編成ガ可能となつだ。

•発災ガらの救急出動（累計）は、 12件

os:10・家屋個壊救出出動 星の荘
米谷出張所車両1台、7名救出1名

・家屋倒壊救出出動 星の荘

米谷出張所車両1台、3名救出済み

08:15・家屋個壊救出出動 売布束の町

米谷出張所車両1台、 5名救出1名

08:30・家屋倒壊救出出動 高司5丁目

西署車両1台、 3名救出1名

08:40・家屋個壊救出出動 南ひばりガ丘1丁目

束署、雲雀丘車両2台、 9名救出4

・ガス漏れ警戒出動 南ひばりガ丘1丁目周

辺

東署車両1台、 5名調査、広報実施

08:45・家屋倒壊救出出動 高司3丁目

西署、宝松苑車両3台、 12名救出1名

08:50・家屋個壊救出出動 中筋4丁目

束署雲雀丘、車両2台、 8名救出1名

08:52・停電復1日、通信指令装置の全てガ作動しだ

ガ一斉指令回線は回復せす、出動指令は、

群指令昏別指令で対応しだ。

・通信指令室は、停電復1日により 1-M（指

揮車）ガら指令室へ無線の統制を移行し、

各出動車両力ら活動状況の収集を行つだ。

08:54・家屋個壊救出出動 中筋4丁目

中山台出張所車両1台、 4名救出1名

09: 00 ・ 09時00分までの災害出動状況は、火災2件、

救急17件、救助18件、詈戒4件で、 119番受

信は約500件であつだ。

・ 09時00分までの消防職員の参集（累計）状

況は、本部24名、西署74名、東署60名の計

158名で23隊の編成で運用ガ可能となつだ。

•西谷地区被害謂査の実施 1台、 2名

09:21 ・家屋個壊救出出動 栄町1丁目

栄町出張所徒歩隊、 3名救出1名

09:30・家屋個壊救出出動 星の荘

米谷出張所車両1台、 5名

09:31 ・家屋倒壊救出出動 川面3丁目

消防本部車両1台、 6名救出2名

09:34・家屋個壊救出出動 鹿塩1丁目

西署、宝松苑車両3台、 12名救出1名
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09:36・家屋倒壊救出出動 高司5丁目

栄町、宝松苑車両2台、 8名救出1名

09:40・家屋⑲壊危険警戒出動 山本中2丁目

東署 1台、 5名

09:50・家屋倒壊救出出動星の荘

米谷出張所徒歩隊、 2名救出1名

09:55・家屋個壊救出出動 中山寺1丁目

束署車両1台、救出1名

10:00 ・火気使用制限広報の実施

・ 10時00分までの消防職員の参集（累計）は、

本部28名、西署82名、東署62名の計172名に

なり、 27隊の編成で運用ガ可能となつだ。

・管理隊は、参集人員ガ全体の80％になり予

備車（非番小隊）にて出動可能な状況を確

認、適切な出動指示ガ実施できだ。

・ 10時00分までの救急出動（累計） 26件

10:05・家屋倒壊救出出動 売布束の町

米谷出張所車両1台、 5名救出なし

10:25• エレベーター内閉じ込め 伊子志4丁目

西署車両1台、 5名救出1名

10:27・家屋個壊救出出動 売布1丁目

米谷出張所車両1台、 5名救出なし

・家屋倒壊救出出動 中山寺2丁目

束署、米谷車両2台、 9名救出1名

10:30・家屋個壊救出出動 西宮市田近野町

西署、宝松苑車両2台、 7名

10:40・家屋個壊救出出動 星の荘

米谷出張所車両1台、 5名救出なし

10:45・ガス漏れ警戒出動 小林4丁目地内

西署、 1台、 4名

大阪ガスに出動要請実施

10:48・家屋倒壊救出出動 谷口町

本部、西署、南部車両4台、 21名

救出2名

10:58・家屋倒壊救出出動 宮の町

栄町出張所車両1台 4名救出済み



11: 00 ・ 11時00分までの消防職員の参集（累計）は、

本部31名、西署84名、東署64名の言t179名と

なり、 29隊の編成で運用ガ可能となつだ。

・ガス漏れの増加とその二次災害防止のだめ、

本部員等ガ4班編成で市街地を4プロック

に分け、火気の使用制限の広報を実施しだ。

・ 11時00分までの救急出動（累計） 34件

・家屋個壊救出出動 山本中2丁目

東署、西署車両3台、 12名救出2名

11: 10・家屋個壊救出出動 中筋3丁目

西署、中山台、雲雀丘車両4台、17名救

出1名

11: 18．芦屋市消防本部ガら応援要請を受け、米谷

出張所1台、 4名が出動しだ。

11:33・建物火災出動 南ひばりガ丘2丁目

束署、雲雀丘、消防団等車両6台、 24名

11:37・家屋倒壊救出出動仁川北2丁目

束署車両1台、 5名

12:00 ・ 12時00分までの消防職員の参集（累計）は、

本部31名、西署85名、東署69名の計185名と

なり、 30隊の編成で運用ガ可能となつだ。

・ 12時00分までの災害出動状況は、火災3件、

救急42件、救助38件、警戒14件、 119番受信

回数は約900件であつだ。

12:21 ・泊流出警戒出動小林4丁目

西署車両1台、 4名

・エレベーター閉じ込め救出出動

西署車両1台、 4名

すみれガ丘2丁目 業者により救出済み

12:50 ・室内閉じ込めによる救出出動 中野町

南部出張所車両1台、 4名救出1名

13:00 ・この時間帯には、119番の受信回数は1時間

当だり約60件に減少してきだ。

・ 13時00分までの救急出動（累計） 44件

13:21 ・建物火災出動 清荒神2丁目

西署、東署、消防団車両12台、 60名

13: 31 ・家屋倒壊救出出動 川面1丁目

西署、南部車両2台、 12名救出1名

14:00 ・清荒神2丁目の火災は、延焼中

• この時間帯には、消防本部災害対策本部及

び通信指令室も業務に少しゅとりガでき、

次の災害に備えての準備ができだ。

・ 14時00分までの救急出動 （累計） 45件

14:41 ・エレベーター閉じ込めによる救出出動

西署車両1台、3名

南□2丁目救出1名
14:30・雲雀丘出張所は、受け持ち区域の防火水槽

の謂査を開始しだ。被害は無し。

45 



46 

14:36• 清荒神 2 丁目の火災ガ鎮火しだ。

15:00・家屋留壊警戒出動 東署 1台、 6名

・ 15時00分までの救急出動（累計） 46件

15:40・災害対策本部の支援活動として、宝塚市民

の避難者用食料謂達のだめ、束署の消防車

両1台ガ西宮市災害対策本部まで出向しだ。

15:50・家屋倒壊救出出動仁川北2丁目

南部出張所車両1台、 5名救出済み

16:00• 川面 1 丁目の家屋倒壊による救出現場は、

救出活動続行中

・民家のガスバルプの閉鎖、配電盤の遮断措

置

栄町出張所徒歩部隊、 2名

・ 16時00分までの救急出動（累計） 50件

・宝松苑出張所は、受け持ち区域内の被害讃

査及び防火水槽の巡回点検を開始しだ。

16:26・ガス漏れ警戒出動 山本丸橋4丁目

束署 1台、4名

16:40．芦屋市精道町の火災に応援出動していだ米

谷出張所の車両は、火災現場ガら芦屋市消

防本部へ帰署しだ。

11:00 •この時間になって、ようやく通信指令室も

指令業務ガ落ち着きをみせだ。地震発生ガ

ら17時00分までの災害出動状況は、次のと

あり。

火 災・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4件

救 急・・・・・・・・................51件

救 助 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..44件

警 戒 ..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20件

119番受信 ・・・・・・・・・・・・・・・ 1,200件

11:20・ガス漏れ広報を実施 山本西2、3丁目

車両1台、 2名

17:30 ・芦屋市応援の米谷出張所小隊は、芦屋市津

和町の家屋留壊救出出動する。

17:50• 川面 1 丁目 家屋倒壊の生き埋め1名救出

済み

18:19・家屋内閉じ込め救出出動 川面4丁目

栄町1台、 5名玄関扉を破壊 1名救出

18:38• プロバンガス漏れ警戒出動 安倉中4丁目

宝松苑出張所車両1台、 5名

19:00・ガス漏れに伴う火気使用禁止広報実施

山本西、山本中地区束署 1台 5名

19:05・ガス漏れ情報ガ相次いで数件119番受信

．溜め池の堤防決壊の恐れありとの災害対策

本部ガらの連絡あり



19:06 ・溜め池堤防決壊の恐れあり。警戒出動

栄町出張所 1台、 5名

19:20・ガス漏れに伴う火気使用禁止広報実施

南ひばりガ丘1、2丁目 束署 1台、 2

名

19:30・ガス漏れ警戒出動 御所の前町

西署 1台、 5名

19:46・ガス漏れ警戒出動栄町1丁目

栄町出張所徒歩隊、 2名

20:00・各署所の活動隊は全て引き揚げ、各署所で

待機体制に入つだ。

21: 00 ・ 21時00分までの災害出動は、次のとあり

火 災 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..4件

救急・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55件

救 助 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 45件

警 戒 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25件

119番受信 ・・・・・・・・・・・・・・・ 1.300件

21 :17・家屋倒壊の恐れあり、警戒出動 宝梱3丁

巨

宝松苑出張所車両1台、 4名

21: 31 ・家屋倒壊救出出動 逆瀬川2丁目

西署車両1台、 5名

22:21 ・溜め池堤防決壊の恐れあり。警戒出動

御殿山3丁目栄町車両1台、 4名

22:45 ・芦屋市応援の米谷小隊は、家屋倒壊救出出

動

23:20・家屋個壊の恐れあり。警戒出動 売布ガ丘

束署車両1台、 2名

23:40・芦屋市応援の米谷小隊は、芦屋市消防本部

を引き揚げ

23:45・日勤者（土長以下）、非番員、週休者への解

散自宅待機命令下る。

24:00・地震発生ガら24時00分までの災害出動状況

は、次のとおり

火 災 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..4件 (4件）

救 急 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..64件 (50件）

救 助 ・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・• 46件 (46件）

警 戒 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27件 (27f牛）

119番受信 ・・・・・・・・・・・・ 1,400件

※ （ ）内は、震災による件数を示す。
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(3) 消防団の活動

地震発生14分後の06時00分に消防団長は、西谷

分遣所に到着しだ。消防団の配置されている市北

部の西谷地区は幸いにも大きな被害ガ発生しな力

つだガ、市街地の大きな被害状況ガ判明しだだめ、

08時15分に有線放送で消防団員の招集を行つだ。

消防団員は、 08時15分発令の非常招集により分

団拐具庫に参集し、消防団長の指揮のもと、 1月

17日18時40分までに火災出動(2件）、救助出動(9

件）及び警戒出動 (4件）、広報活動 (1件）の災

害活動のだめ、車両延べ13台、 64名ガ出動しだ。

さらに、 1月28日までに6日間にわだって市外

応援活動に車両延べ21台、 90名ガ出動しだ。まだ、

市内避難場所への支援物品配布活動に延ぺ2台、

10名が出動しだ。

ア 1.17消防活動ドキュメント
05:00 ・消防団長ガ西谷分遣所に到着し、情毅収

集活動を開始

os:15・有線放送により、消防団員の招集を実施

09:05．先発隊として車両6台、団員36名ガ市街

地へ出動しだ。到着後、消防団長の指揮

により、常備消防と共に活動を実施しだ。

09:50・家屋留壊救出出動 星の荘

上佐曽利、東部分団

・家屋座壊救出出動 川面3丁目

中部分団、救出2名

・家屋座壊救出出動 川面1丁目

境野分団

・家屋留壊救出出動 売布2丁目

波豆分団

10:07・家屋倒壊救出出動 中筋2丁目

西部分団

10:15・家屋倒壊救出出動 売布2丁目

波豆分団

10:26・家屋倒壊救出出動 中筋3丁目

西部分団救出1名

10:40・次発隊ガ車両1台、団員6名で市街地へ

出動しだ。

11: 10・家屋抱壊救出出動 中筋3丁目

玉瀬分団救出1名

11: 15・家屋個壊救出出動 市内 消防団本部隊

11:30・建物火災出動 南ひばりガ丘2丁目

中部、波豆分団

11:40・後発隊ガ車両3台、団員15名で出動しだ。

•西谷分遠所の非番職員を市街地まで搬送

しだ。

12:01 ・火災応援出動西宮市上佐曽利分団

12:10・家屋倒壊救出出動 川面3丁目

中部、波豆、切畑分団

12: 11 ・警戒出動市内各所3件武田尾分団

13: 21 ・建物火災出動清荒神2丁目

西部、中部、境野、玉瀬分団

15:05・消防団本部及び武田尾分団以外の分団は

消防本部を引き揚げ、各分団器具庫で待

機しだ。

16:51 ・落石の警戒出動 玉瀬字イズリI¥

武田尾分団

17:46・広報活動市内一円 消防団本部隊

18:40・消防団本部ガ消防本部を引き揚げ

20:00・招集されだ全分団ガ解散された。



イ 市外での活動状況

震災発生当日、 12時01分に西宮市内で発生し

だガス管ガらの火災による消火活動に出動しだ。

その後、 1月28日までの間に西宮市及び芦屋

市への応援活動に対して、車両延べ21台、団員

延べ90名ガ出動しだ。

1月17日

・ 12時01分

西宮市消火活動 （車両1台、団員5名）

1月18日

・ 16時00分

芦屋市救出活動 （車両3台、団員14名）

1月19日

・ 11時05分

芦屋市救出活動

1月20日

・ 09時00分

芦屋市救出活動 （車両4台団員16名）

（車両7台団員32名）

消防団分団の配置状況

団

団
分

分

「

、

砂
d

利

＼

谷

分

所

悶

紐

頒

立

頑

心
〗
二
戸＆
分

＼
攣
＼
論
直
△
呻

．団分豆波

企良野分団

心)
玉瀬分団 ＆ 

切畑分団

1月21日

・ 09時08分

芦屋市救出活動 （車両3台団員9名）

1月28日

・ 08時08分

芦屋市生存者確認活動

（車両3台団員14名）
武
庫
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4 他都市への廊援状況

1月17日、被害の大きい西宮市及び芦屋市の応援

要請を受けだだめ、消防相互応援協定に基づき、 10

時30分にタンク車、ポンプ車、救急車、クレーン車

各1台の応援出動を行つだ。

以後1月28日までに応援出動は、常備消防及び消

防団を合わせて、車両延べ33台、人員延べ133名にの

ぼつだ。

市外応援活動

市 17 日 18 日 |19 日 20 巳

隊別

別 車両 人員 車両 人員 車両 人員 車両 人員

消防隊 1 4 1 4 

芦 救急隊 1 3 1 3 

屋 救助隊 1 4 1 4 

市 消防団 3 14 7 32 4 16 

l」I 計 1 4 4 18 ， 39 6 23 
消防隊 3 11 

西
救急隊 1 3 

宮

消防団 1 5 
市

小言t 5 19 
1 

合 計 6 23 4 18 ， 39 6 23 

21 日 28 日 計

車両 人員 車両 人員 車両 人員

2 8 

1 3 3 ， 
1 4 3 12 

3 ， 3 14 20 85 
5 16 3 14 28 114 

3 11 

1 3 

1 5 

5 19 

5 16 3 14 33 133 



5 火災事例

〈西署管内〉

(1) 市内高司5丁目

アバート駐車場の車両火災

① 火災の概要

ア発生時刻平成7年1月17巳 05時50分

イ覚知種別駆け込み通報

ウ覚知時刻 05時59分

工放水開始 06時06分

オ火勢鎖圧 06時09分

力鎮 火 06時15分

キり災程度車両1台全焼

類焼廃材丸太約50本焼損

＠ 現場位置、付近の状況

ア 西消防署ガら南束へ約1700mの位置で、県

道西宮・宝塚線を挟み日本チバガイギー株式

会社の西約100mに位置する。

イ この地域は、火災現場を中心として半径140

m以内に公設消火栓4基などガあり、水利条

件としては比較的良好な地域で、消防活動上

特に問題のない地域である。

R 活動の詳細

出動車両は3台（タンワ車1台、ポンプ車2

台）である。

タンク車は公設消火栓50号に水利部署、ホー

ス2本1線延長し建物西側ガら倒壊しだ家屋の

下敷きになつだ車両及び廃材丸太の消火活動に

当だつだ。

ポンプ車はタンク車ガらホース4本を使用し

2線目を延長、火点南側ガら防ぎょに当だつだ。

倒壊建物写真（元の建物は3階建である。）

建物の下敷きで炎上しだ車の写真
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(2) 市内清荒神2丁目

専用住宅建物火災

① 火災の概要

ア発生時刻平成7年1月17日13時07分

イ覚知種別 119番通報

ウ覚知時刻 13時17分

エ放水開始 13時30分

オ火勢鎮圧 13時56分

力鎮火 14時36分

キ り災程度木造モルタル塗日本瓦詈き、平

屋建て1棟延べ90m'を全焼

類焼木造モルタル塗日本瓦詈

き、 2階建て1棟延ぺ80m'を全焼

R 現場位置、付近の状況

ア 現場は、西消防署栄町出張所の乗北東約1

kmの地点であり、阪急清荒神駅の北約150m、

八坂神社の束側に位置している。

イ 水利状況は、現場を中心に半径140m以内に

は、公設消火栓6基、池1箇所ガあり水利事

建物東側の焼損

楕の悪い地域である。

更に、現場付近は道路狭溢で山の斜面に住

宅tJ密集している。このだめ消防車の進入tJ

困難で危険度の高い地域である。

ウ 現場付近の建物は、昭和30年代に建築され

だ木造住宅tJ立ち並んであり、 1年を通じて

清荒神参拝者tJ多く、特に参拝者が多くなる

年末年始には特別警防計画をだて警戒してい

る地域である。

R 活動の詳細

出動車両は、 7台（タンク車1台、ボンプ車

4台、化学車1台、広報車1台）である。

断水のだめ消火栓使用不能、水利は、清荒神

ァーバンライフ内の公設防火水槽、清荒神2丁

目地内等の溜池に部署しだ。

道路狭溢地区であるので、水利部署位置ガら

多量のホースを使用して中継体制で防ぎょに当

だっだ。

火点北側柱の焼損



〈東署管内〉

(1) 市内中山寺1丁目

店舗付きマンション建物火災

① 火災の概要

ア発生時刻 05時50分

イ覚知種別駆け込み通報

ウ覚知時刻 05時58分

工放水開始 06時03分

オ火勢鎮圧 06時30分

力鎮 火 06時40分

キり災程度 3階の一室、北側洋室10而及び

2階事務所の収容物焼損

R 現場の状況

出火建物は、阪急中山駅の南約200m国道176

号線の南側にあり、構造は鉄骨造地下1階、地

火元洋室の焼損

上6階、建築面積684.68而、延べ面積2239.93m'

で、平成2年8月に完成しだ比較的新しい建物

である。

R 活動の詳細

出動車両は1隊で高司5丁目の建物火災を無

線で傍受し当方面に向力つだ。

出動途上、中筋1丁目付近でマンションガ火

災である旨の情報を得現場へ急行する。

現場はピルの1・ 2階ガ倒壊、 3階ガら6階

ガ北側国道に傾いていだ。

3階と4階の東側部屋力ら炎ガ出ているのを

見聞。消火栓ガ断水しているだめタンワ水にて

3階部分を消火していだガ水量不足のだめ、阪

急中山駅南側防火水槽に部署しホース13本を延

長し消火する。

倒壊店舗付きマンションから出火
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(2) 市内南ひばりガ丘2丁目

共同住宅建物火災

① 火災の概要

ア発生時刻 11時27分

イ覚知種別 119番通報

ウ覚知時刻 11時33分

工放水開始なし

力鎮 火 11時36分

キ り災程度 1室占有面積43m'の内、 3m'を

焼損しだもの

出火箇所付近の焼損
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R 出火建物の状況

該当建物は、鉄骨造カラーベスト詈、防火構

造2階建て、建築面積182.18mぺ延べ面積364.36

吋の共同住宅である。

R 活動の詳細

出動車両は4台（タンク車2台、ポンプ車2

台）である。

共同住宅1階の1室、占有面積43而の居間よ

り出火しだガ、内壁を3吋焼損しだのみで鎖火

しだ建物火災であつだ。

このだめ調査活動のみ実施しだ。

水温調節用ヒーター及び水槽写真



6 倒壊建物状況

建物の被害状況を、全壊、半壊、一部損壊に区分

し市民の申請内容によって市災害対策本部ガ決定し

だ。

区 分 被害の状況

全 壊 被害が建物の50％以上のもの

半 壊 ノノ 20％以上で50％未満のもの

一部損壊 ノノ 20％未満のもの

当決定に基づいて被災者証明書ガ発行されだ。

電柱も倒壊し大きな被害の出だ民家

7 家屋調査の実施

市資産税課の協力要請によって、資産税額減額の

だめの家屋謂査を実施しだ。

(1) 調査期間

平成7年3月1日ガら5月末日まで

(2) 調査延べ人員

320名（うち消防職員40名）

こ 3月 4月 5月 合計

財 務 28 28 28 84 

他 部 14 6 6 26 

消 防 8 16 16 40 

企 業 54 58 58 170 

合 計 104 108 108 320 
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8 避難勧告

（発令されだ地域）

(1) 宝塚市逆瀬台6丁目

① 対象世帯 73世帯

R対象期間平成7年1月21日

11時ガら安全ガ確認されるまでの

間

R 避難場所 宝塚市立総合体育館

④ 避難勧告監視警戒

地滑り状況の監視•…••消防本部ガ担当

R 監視時間割

ア 17時ガら22時まで

イ 22時ガら03時まで

ウ 03時力ら交代監視員ガ来るまで

以上の時間割にて2名の編成を組み巡回を実施

＠解除平成7年2月12日

紅葉ガ丘の市道被害

(2) 宝塚市紅葉ガ丘

① 対象世帯 87世帯

R対象期間平成7年1月22日15時30分力ら

R 避難場所 宝塚市立第一小学校

④ 避難勧告監視警戒

消防機関にて逆瀬台6丁目の避難勧告地域と

同じく監視巡回を実施。

＠解除平成7年2月23日



第 5章

関係機関の対応

1 関係機関の震災関連対廊

震災発生後、各関係機関は全力をふりしほって不

眠不休の態勢で都市の復興に努めだ。

ここに、既に発表になっている関係機関の震災関

連の対廊をまとめだ。

17日（火）

▽地震発生 (05: 46) 

▽宝塚市災害対策本部設置 (06: 00) 

▽スポーツセンターで救護所の開設 (09: 35) 

(～2月10日）

▽兵庫隈災害対策本部設置 (07: 00) 

▽県知事自衛隊出動要請 (10:00) 

▽村山首相緊急記者会見 (16:00) 

▽国土庁長官県庁到着 (18:15) 

▽6市5町に災害救助法適用

18日（水）

▽自衛隊紀水支援 (~1月30日延ぺ104人出動）

▽全国力ら結水（車）応援 (~2月3日）

▽非難者数最大1万5,945人記録

19日（木）

▽JR宝塚線全線開通

▽阪急宝塚線全線開過

▽首相被災地視察

▽自衛隊炊出支援

(~2月1日延べ80

人出動）

▽財務部職員家屋被害

調査 (~22日まで）

21日（土）

▽市役所にポランティア本部設置 (~2月28巳）

▽避難勧告（迎瀬台 6 丁目 •73世帯）

22日（日）

▽国の現地対策本部設置 (~4月4日）

▽市長選挙告示。正司孝一郎氏無投票再選

▽避難勧告（紅葉ガ丘 • 87世帯）

▽市内ゴルフ場で風呂開放始まる

▽小学校で救援物資配付 (~31日）

24日（火）

▽激甚災害地区指定

25日（水）

▽自衛隊ガレキ運搬

(~4月26日延べ2,380人出動）

▽建物応急危険度調査 (~2月10巳）

26日（木）

▽政府24年ぶりに防災基本計画大幅見直し決定

▽被災者証明書発行開始

27日（金）

▽中国自動車道全線開通

▽日赤の生活福祉資金特別貸付 (~2月20日）

▽避難勧告一部解除（逆瀬台 6 丁目• 9世帯）

29日（日）

▽市役所ホール横に特設浴場開場 (~3月24日）
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30日（月）

▽宝塚音楽学校再開

▽無料臨時法律相談 (~3月31日）

▽放送ボランティア防災無線で避難所へ情報提供

(~2月28日）

▽自治会へ災害関連情報配付 (~2月14日）

31日（火）

▽天皇・皇后両陛下西宮市立中央体育館等で激励

▽家屋等公費解体受付 (~2月20日）

1日（水）

▽市震災復興本部設置

▽全国ガら被災証明業務に識員応援

▽避難勧告一部解除（紅葉ガ丘・16世帯44人）

▽上下水道料金1カ月減額発表

3巳（金）

▽自衛隊武厘川河川敷に野営風呂設置

(~3月18日延べ877人出動）

5日（巳）

▽阪急令津線全線開通

▽県産業復興会議

6日（月）

▽日赤義援金支給開始

▽ソリオホールで衣料配布 (~2月28日）

▽第1次仮設住宅入居開始

7日（火）

▽自衛隊家屋解体 (~4月15日延べ6,134人出動）

8日（水）

▽震災復興基本方針決定

9日（木）

▽神戸市選管卿こ統一地方選挙延期要望

▽建築制限3地区指定

11日（土）

▽県都市再生戦略策定懇話会

12日（巳）

▽避難勧告全面解除（逆瀬台 6 丁目 • 64世帯）

14日（火）

▽小林一三邸解体始まる

▽避難勧告一部解除（紅葉ガ丘． 43世帯）

15巳（水）

▽県臨時災害放送「FMフェニックス」開始

▽重点復興3地区再開発計画発表

▽ 「災害弔慰金・災害障害見舞金・災害援護金」

支給

「災害援護資金・中小企業災害特別融資」貸付

開始

16日（木）

▽累警運転免許交付事務再開

▽環境庁「野焼き」調査決定

▽重点復興地区（阪急売布神社駅前）地元説明会



17日（金）

▽宝塚朝鮮初級学校再開

▽重点復興地区（阪急仁川駅前）地元説明会

18日（土）

▽建設大臣・厚生大臣来宝

▽重点復興地区 （花のみち周辺）地元説明会

▽建築制限1カ月延長

20日（月）

▽地震対策担当大臣来宝

▽所得税確定申告ソリオ2で始まる

22巳（水）

▽被災者証明書窃盗犯逮捕

23日（木）

▽避難勧告全面解除（紅葉ガ丘・ 28世帯）

▽平成7年度当初予算 (1,110億円余）

▽平成6年度補正予算 (209億円余）

▽特別財政救助法案で特別被災地地方公共団体決

定

24日（金）

▽企業に家屋現地調査応援要請

▽水道全戸仮復1日

25日（土）

▽逆瀬台•青葉台の地盤隅査決定

▽生け垣助成金増額

26日（日）

▽西宮市、芦屋市で合同慰霊祭

1日（水）

▽税減免のだめ家屋現地謂査開始

3日（金）

▽廃材の野焼き中止決定

5日（巳）

▽国税庁確定申告期日延期を決定

▽市民会館で合同慰霊祭（室太子ご夫妻〈総合体育

館慰問〉地震対策担当大臣・衆議院議長弔問）

6日（月）

▽2次仮設住宅入居開始

8日（水）

▽市議会開会

59 



60 

9日（金）

▽北淡町「野島断層」尿久保存発表

10日（土）

▽一部マンションの被災確認訂正と義援金回収決

定

▽生活保護世帯等の住宅応急処理受付

(~3月17日）

11日（日）

▽宝塚市長都市再生

戦略策定懇話会で 1

復興シンボル「火

の鳥」提案

15日（木）

▽家財一時仮置場無

償提供

16日（金）

▽市長等特別職の結

料減額発表

25日（土）

▽ガス完全復1日

27日（月）

OT．こ改• P～心tons

▽気象庁NTT宝塚営業所に震度計設置

28日（火）

▽災害弔慰金審査会設置決定

29日（水）

▽復興本部会議で復興促進区域8カ所を決定

31日（木）

▽震災復興計画検討委員会設置

▽宝塚大劇場再開

1日（土）

▽JR束泡道線全線開通

▽ポイ捨て禁止条例施行（重点区域指定延期）・市

県民税申告期限・軽自動車税納付期限延長を公

表

3日（月）

▽新雲雀出張所等開館

6日（木）

▽消防本部ガ仮設住宅に消火用水と消火釜を設置

7日（金）

▽手塚記念舘アトム画1万枚配布開始

10日（月）

▽市立看護専門学校第1回入学式

▽3次仮設住宅入居開始

21日（金）

▽県阪神間危険宅地緊急対策会議

23巳（日）

▽市議会選挙



26日（水）

▽自衛隊撤収

▽国道176号線宝塚駅前区間4車線地下化開通

28日（金）

▽開発指導要網一部緩和（震災ガら 2 年間）•生活

道路整備要綱制定 (5月1日適用）

29日（土）

▽消防本部仮設住宅で消防訓練

1日（月）

▽復興計画への市民意見募集

▽市議会議員総会

8日（月）

▽商店街等共同仮設店舗設置補助制度発表

▽避難所謂査11カ所で開始

15日（月）

▽県南部大雨警報発令

▽義援金2次支紀受付開始

▽水道局渇水対策本部解散

16日（火）

▽臨時市議会開会

18日（木）

▽国に宝塚•西宮・芦屋 3 市長復1日復興対策要望

書提出

▽総合体育館で救援物資配布 (~20日）

▽仮設住宅にエアコン市費設置発表

19日（金）

▽ 「阪神文化の灯を消すな」シンボジウム

20日（土）

▽仮設住宅入居者アンケート調査

21日（日）

▽避難所閉鎖 (~27日残留者退出）

22日（月）

▽水害危険予想箇所指定 (316件）

29日（月）

▽マンション等再建費用補助発表

▽花のみち再開発ピル設計を公募型プロポーザル

方式で募集

31日（木）

▽サハリン震災に救援物資送る
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5日（月）

▽宝塚市防災会議及び水防協議会開催

▽地域防災計画の一部貝直し案可決される

▽水防計画の修正案可決される

11日（日）

▽県災害危険地図10万世帯配布発表

▽県議会選挙

12日（月）

▽阪急神戸線全線開通

13日（火）

▽市議会開会

14巳（水）

▽小浜宿井川邸修復作業始まる

16日（金）

▽家屋等公費解体再受付

(～19日）

22日（木）

▽女性センター震災体験手記

「青いピニールシート」発刊

26日（月）

▽阪神本線全線開通

30日（金）

▽震災復興計画策定

11巳（火）

▽上越市に集中豪雨見舞金送る

17日（月）

▽降雨による避難勧告基準決定

20巳（木）

▽住宅復興3カ年計画発表

23日（日）

▽参議院議員選挙

27巳（木）

▽国に阪神閻6市長財政支援共同要望書提出

1日（火）

▽景阪神・淡路震災復興計画（総事業費17兆円）

最終発表

▽国際観光協会甦れ宝塚観光花火大会 (~2日）

7日（月）

▽過産省地質謂査所「有馬一高槻構造線」の位置・

活動歴本格謂査開始

15日（火）

▽義援金（持家修繕・賃貸住宅入居助成）受付

（～平成10年3月31日）



21日（月）

▽青年会議所宝塚フェニックスまつり

22日（火）

▽国に阪神広域行政圏協議会震災復興要望書提出

24日（木）

▽大阪国際空港騒音対策協議会大阪空港の防災拠

点化を求める決定

1日（金）

▽大震災復興基金被災者の融資制度等24事業の受

付開始

3日（巳）

▽市民会舘で薪能

4日（月）

▽補正予算案（震災関連130億、前年通算534億）

発表

6巳（水）

▽商工会復興旗・ステッカー製作

▽復興計画概算額 (159事業・3,059億）公表

8日（金）

▽市議会開会

11日（月）

▽次年度県市民税等標準納期に変更公表

20日（水）

▽歴史資料保全情報ネットワーク半壊1日家ガら古

文書救済

22日（金）

▽マンション居住者に所得税減免修正申告を求め

る

25日（月）

▽輛入木造3階建県営住宅（安倉南）建設決定

29日（金）

▽県地域こころのケアセンター開設

1日（日）

▽国勢謂査

▽ゴミの細分別収集開始

2日（月）

▽災害援護資金•生活福祉資金貸付甲込再開

(~31日）

63 



64 

4日（水）

▽消防本部非常招集訓練

13巳（金）

▽震災の廃材・ガレキ搬入受付終了

14日（土）

▽リサイクルフエア (~15日）

16日（月）

▽逆瀬台デイサーピスセンター開舘

20日（金）

▽NTT光ファイバーケープルを被災地優先配備

発表

22日（巳）

▽復舞祭（だガらづガ楽市、消費者フェスティバ

ル、宝塚朝市）

25日（木）

▽長田区菅原市場で「男はつらいよ」映画□ケ

26日（金）

▽宝塚女性フォーラムー女性と震災ー (~28日）

30日（用）

▽首相諮問機関「阪神・淡路復興委員会」最終報告

▽災害復興賃貸住宅（約3,800戸）入居者募集

(~11月15日）

1日（水）

▽臨時市議会開会

4日（土）

▽宝塚（阪神）競馬場場外馬券販売再開

7日（火）

▽中筋八幡神社修復工事始まる

8日（水）

▽売布地区再開発事業概要発表

▽市都計審生産緑地再指定変更案承認

16日（木）

▽県緊急インフラ整備3カ年計画、ひょうご宅地

需結3カ年計画公表



2 大震災にあける職員の

行動調査集計結果

(1) 地震発生直後の行動

地震発生匿後の行動は、職員ガ在宅中、当務中

の何れ力を問わす、大多数の者が発災によって目

覚めるも、あまりの動揺の激しさに身動きガ取れ

ない状態となり、とりあえす布団を被る力、在宅

中の者は傍らで就寝中の家族に覆い被さるといっ

だ程度の行動し力取れていないのガ実情である。

(2) その後の行動

地震ガ治まつだ後、当務中の職員は遥報により、

即刻出動しだ者ガ殆どである。

在宅中の職員は、家族及び家屋内の安全を確認

した後、近隣居住者の安否確認及び家屋の安全確

認（カス元栓閉栓、火気使用注意等）を付近住民

と協力又は率先して実施してあり、この辺りは消

防職員としての職責ガなせるものと評価されるも

のである。

中には激震により自宅ガ抱壊し、職員自身ガ家

具等の下敷きとなり、生命の危険にさらされだ者

ガあるなど、職員自身ガ被災者となつだケースも

数多くあつだ。

なあ、タンス、本棚等の家具の転倒ガ多く報告

されているガ、そのほとんどは転倒防止の措置を

施していないものであつだとみられ、我々防災を

指導する立場にあるものにとっては、 1駅＼すべき結

果となった。

(3) 発災しだ時の感想

ほとんどの職員ガ、今までに体験しだことのな

い動揺のだめに、居住していだ建物ガ倒壊し、下

敷きになるのではという恐怖を感じており、中に

は、被害の大きガつだ地域居住者で実際に家具の

下敷きになり、生命の危険を実感しだ者もあつだ。

まだ、一部の職員にあっては、あまりの動揺の

大きさに、何ガ起こっだのガ理解できす狼狽して

しまつだと応える者もあつだ。

揺れガ治まつだ後、屋外に避難しだ者の多くは

暗闇のだめに被害状況ガはつきりと見聞きされす、

物音もしな力っただめ、その第一印象として、静

寂を感じだと報告しているがこれガカえつて不

気昧さとして捉えられている。

まだ、被害の少な力つだ方面に居住していだ職

員も、参集途上、管内に近づくにつれて被害状況

ガ悪化し、倒壊家屋を多く見聞きするなど、甚大

な被害ガ生じてあり、未曽有の大災害の発生を実

感している。

(4) 消防活動状況

発災後、各災害現場に出動しだ全ての職員ガそ

の職務に全力であだってあり、その活動状況ガら、

当日は、各活動隊ガ市内の全域（中には、廊援出

動しだ他地域）にあいて、ほぼ終日、消火、救急、

救助・救出作業に従事しだことが可えるとともに、

被災者及び近隣住民、現場に居合わせだ一般市民

の多くが要救助者の救出活動に積極的に協力しだ

事ガ咀らがこなってあり、大災害ガ発生しだ際の

地域住民による自主的な活動が、災害排除の初動

体制にいかこ重要である力を物語っている。

特に、市内にある多くの造園、建築業者及び大

規模造成工事中（サングリーン開発等）の土木業

者ガ、手持ちの建設機械（掘削機械、起重機等の

重機類）を多数災害現場に繰り出し、家屋倒壊場

所等にあいて救出活動に大きく寄与しだことガ各

現場に出場しだ消防隊員力ら報告されてあり、他

市の災害現場において、救出活動萎材として上記

の建設機械類ガ圧倒的に不足したことガ報告され

ていることともあいまつて、当市内における家屋

堅壊現場での行方不明者の早期発見には、この民

間業者の協力によるところ、非常に大なるものガ

あつだといえよう。
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(5） 会回の震災活動に対し良かつだ点

令回の震災活動において幸いであつだ点は、

す何より一般市民、民間業者の協カガ得られだこ

とに尽きる。

これは、前述のとあり、現場に出場しだ隊員の

ほとんどガ報告しているとありであり、当市の地

域性によるところ（造園業、建築＊土木業の業者

ガ多力つだこと、大規模開発中の造成地があつだ

ガ大であるガ、それのみならす、一般市民

の自主的な災害防除活動ガ人命救出等に大きく関

とが同われる。

次には、自然条件となるガ、地震発生ガ時間的

に早朝（未明）であつだこと、大規模な二次災害

（地滑り等）ガ発生しな力つだことガ挙げられ、

さらに、市民の注意及び消防の広報ガ功を奏しだ

だめ力、火災発生ガ少なく、延焼拡大しな力つだ

ことガ挙げられている。

さらにいえば、北部西谷地域における被害ガ少

な力つだことで、消防団ガ市街地の支援活動に回

れだことも消防活動には救いとなつだ。

まだ、職員に対する評価としては、その多くが

自宅の被書家族の安否も十分確認できないまま、

各災害現場において、有効な資器材も無く、人員

も不足するなどの悪条件下、長時間にわだって、

消火、救急、救助・救出等の現場活動に全力であ

だつだことガ挙げられており、これガ被害の軽減

につなガつだと推察される。

特に、当務中の職員は、家族や自宅の様子も分

カらないままに災害現場への出場を余儀なくされ、

また、自宅にいだ職員にあっても、被災しだ家族

や自宅をそのままにして取り急ぎ参集し、その後

終日にわだり災害現場活動にあだつだことは、

のI駆＼中たるやいかまかりのものガあつだ力と推測

される。

らに、初期段階にあいて通信手段ガ途絶し、

駆け込み等の出場要請ガ殺到しだ中で、各部隊ガ

的確な判断をなし、各職員ガ職務を自覚し、職務

を全うしだことガ各報告ガらも明らかこなってお

り、これらも早期の災害鎮圧につなガったものと

評価されてよいであろ

さらに、非常召集のあつだ一部の職員を除き、

ほとんどの職員ガ自主参集の形となつだガ、被害

状況を考え、通勤手段に単車、自転車、徒歩を選

択するなどして、概ね良好に参集できだのではな

いかと判断されるガ、参集の際の交通手段及び非

常召集方法を含め、今後十分検討を要する課題も

残されだ。

次に、家屋倒壊現場などガら、生き埋めとなっ

だ市民を多数生存救出でき、行方不明者ガ早期に

発見されだことなども、市民協力によるところガ

大であるとの結果ガ出ている。

まだ、関係機関では、救急医療機関ガ積極的に、

救急搬送した傷病者を受け入れてくれだ点も挙げ

られている。

これは、各病院とも、近隣ガら震災による負傷

者ガ多数つめ力け、病院自体がパニック状態とな

りなガらも、積極的に傷病者を受け入れ、献身的

に市民の救護にあだってあり、普段力らの消防機

関との意志疎通もさることながら、医療機関自ら

ガその使命による本来の責務を全うしだという

とであり、こと合回のような大災害時においては、

実に心強い結果となっている。

しガしながら、災害の範囲ガあまりにも大きく、

市民に数多くの犠牲者を出し、貴重な財産を多く

失ってしまつだことにより、消防の責務ガ果だせ

なガつだ自責の念から、良い点は何もないと答え

だ職員もガなりの数に上つだ。

(6) 反省

今回の震災に対する活動については、様々な反

省、検討、指摘、要望ガ挙げられているガ、その

主なものは、下記のとおりである。

・「災害は発生する」という認識の不足

・組織全体の強化・充実

・地域防災計画・災害活動マニュアルの見直し

・災害に対する圧倒的な劣勢、無力感



・人員不足

・資器材の不足、欠如（建設重機、破壊拒具、緊

急自動車・搬送車等）

•初期段階にあける指揮系統の乱れ

・指揮本部の現場把握及びそれに基づく的確な指

令の重要性

・現場に対する情報提供不足

・通信連絡方法途絶時の連絡方法の確立（有・無

線、放送メデイア等）

・交通手段、連絡手段途絶時の非常召・参集方法

の確立

・非常食、飲料、燃料等の確保

・断水に対する対応（防火水槽増設、自然水利活

用等）

・応急救護所の開設

・職員に対する配慮 (l叫＼身両面にわだる疲労度の

確認等）

・職員家族に対する配慮（家族、家屋の被害状況

の確認等）

` 

67 


